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と名付けられている．さらに，C/T 境界では，地質時代における大量絶滅の 1 つが起こっ


























アン期境界（以下，T/C 境界）は羽幌川層上部に存在することが分かった．  
⑤ 従来，二枚貝類の Didymotis が大量に産出するイベント Didymotis II event が，T/C 境界
を認定する際に有効であると考えられていた．しかし，近年フランスでは，このイベン
トが模式セクションのドイツと異なる時代に見られる可能性が示唆されていた．本地域












にした．その結果，蝦夷層群の軟体動物群は，C/T 境界前 60～70 万年（9,420～9,410
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